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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　平板からなる多孔性硬質基板の側面に沿って、活性炭等のパッド充填材を通気性袋に充
填して扁平筒状に形成してなる複数本のパッドを配置し、これらの多孔性硬質基板とパッ
ドとを通気性を有する枕カバーに出し入れ自在に収納してなる携帯枕において、
　通気性を有する布地等で構成した矩形状の袋体を設け、この袋体の少なくとも一側縁部
に前記多孔性硬質基板を挿入するための開閉自在な開口部を設けて基板収納部を形成し、
　前記袋体の外側の一側面にその短手方向に平行して２つのパッドを所定間隔（ｄ）離間
させて個別に収納し得る第１のパッド収納部としてのポケットを形成すると共に、前記袋
体の外側の他側面にその長手方向に平行して２つのパッドをそれぞれ隣接させて個別に収
納し得る第２のパッド収納部としてのポケットを形成し、
　前記袋体の基板収納部に多孔性硬質基板を挿入すると共に前記ポケットにパッドをそれ
ぞれ収納して、この袋体を枕カバーに収納するように構成したことを特徴とする多機能携
帯枕。
【請求項２】
　前記通気性を有する布地で構成した矩形状の袋体に出し入れ自在に収納する多孔性硬質
基板は、複数に分割した基板をヒンジ結合して、折曲げ自在に構成したものからなること
を特徴とする請求項１記載の多機能携帯枕。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、硬質基板と所要の内包材を充填したパッドとを組み合わせて、通気性が良好
にして、悪臭や湿気を除去し、睡眠時の呼吸気障害や鼾の発生を予防することができ、さ
らに頭部に対する血行や毛髪の成長を促進して、安眠効果を高めることができると共に、
健康増進に寄与することができ、しかも携帯に便利な構成からなる多機能携帯枕に関する
ものである。
【背景技術】
【０００２】
　従来において、例えば、ヤシ殻活性炭を枕に用いることにより、その多孔質による吸着
効果によって、臭いや湿気を除去し、マイナスイオン効果や、遠赤外線効果により血行の
促進を図り、頭痛、肩凝り等を解消することができる枕として、枕の上面に活性炭を配す
るものであって、ヤシ殻活性炭を袋の幾つかの室に分けられたものに入れ、使用中１個所
に片寄らず、万遍なく活性炭があるようにして、その袋の両端に布カバーを付けたものか
らなり、この袋を枕の上に載せて布カバーを枕に巻き付けて、活性炭がずれないように構
成配置したものである（特許文献１参照）。
【０００３】
　また、汗等を吸収でき、使い心地が良く、衛生的で、所定の温度範囲を維持できる枕と
して、(1) 列状に形成された開口を持つ袋状部を有する通気性及び通水性を備える被覆体
と、(2) 前記被覆体の袋状部の開口から挿脱自在に収容され、吸水性質及び断熱性及び脱
臭性を有する内容物を封止材料内に封入してなる保温脱臭体と、(3) 前記被覆体の袋状部
に前記保温脱臭体を収容した状態で、保冷材または温熱材を収容する空間を形成自在な前
記被覆体を覆うカバー体とを、具備した枕構成体が提案されている（特許文献２参照）。
【０００４】
　さらに、睡眠時の頭や体の向きを横向きに誘導して鼾の発生を抑止すると共に、旅行時
の携帯性に優れ、また不使用時の片付け保管においても省スペースで保管できる枕として
、(1) 合成樹脂板を上方へ山形となる蒲鉾状に湾曲形成した主基体の上面をクッション材
で覆ってこれを袋状のカバーに出し入れ自在に収めた主部材と、(2) 平板状の基板の上面
をクッション材で覆ってこれを袋状のカバーに出し入れ自在に収めた２個の翼部材を備え
、(3) 前記２個の翼部材は共に蒲鉾状に湾曲した前記主部材の凹所に収容し得る大きさと
し、前記各翼部材が前記主部材の両下縁のそれぞれに沿う状態で、前記各翼部材が前記主
部材に対し回動自在なるよう、且つまた前記各翼部材が前記主部材から分離可能なるよう
に、平面ファスナーを介して前記各翼部材を前記主部材に着脱自在に連結した構成からな
る枕が提案されている（特許文献３参照）。
【０００５】
【特許文献１】実用新案登録第３０９２０４１号公報
【特許文献２】特開平９－１２１９９８号公報
【特許文献３】特開２００１－１６１５３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、前記の提案に係るそれぞれの枕において、前記特許文献１に記載の枕に
おいては、活性炭を封入した袋を枕の上に載せるように構成したものであり、この場合に
袋を幾つかの室に分けて、それぞれ活性炭を充填したものであって、使用中に活性炭がず
れないように工夫したものであって、単に活性炭を使用したことによる効果を得るもので
あり、頭部に対する健康を目的とした多機能性を発揮するものではない。
【０００７】
　また、前記特許文献２に記載の枕構成体においては、通気性及び通水性の良い材質から
なる被覆体に形成した複数列の袋状部の開口から、保温脱臭体を挿入するように構成した
ものであり、保温脱臭体には活性炭が８０～９０％収容されており、挿入に道具を必要と
することなく、保温脱臭体を被覆体に形成した複数列の袋状部に挿入できるようにしたも
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のである。そして、この被覆体を保温脱臭体の長さ方向に２つ折りして、その間に保冷材
または温熱材を挟んで、身体の所要部位に対する冷却用または温熱用として使用するもの
である。従って、枕本来の機能よりも、冷却用または温熱用としての多用途を意図したも
のであって、頭部に対する健康を目的とした多機能性を発揮するものではない。
【０００８】
　さらに、特許文献２に記載の枕においては、合成樹脂板とクッション材とを組み合わせ
て携帯可能な健康枕を提案するものであるが、合成樹脂板からなる主基体の上面にクッシ
ョン材を貼着して主基体の上面をクッション材で覆い、帯状ばね板の両端を主基体の両下
縁にねじ止めで固定すると共に、帯状ばね板のく字状折曲部を高さ調整用の調整ねじを介
して主基体の裏面に当接させ、これらの一体物を袋状のカバーに出し入れ自在に収めて主
部材として構成している。また、前記と同様に、合成樹脂板からなる基板にクッション材
を貼着して２個の翼部材を構成し、これらの翼部材を前記主部材の両下縁に沿うようにし
て、平面ファスナーを介して着脱自在に連結して枕を構成したものである。しかしながら
、このような構成からなる枕は、構成が複雑であり、製造コストが増大するばかりでなく
、頭部に対する健康を目的とした多機能性を十分に発揮するものではない。
【０００９】
　そこで、本発明者は、種々検討並びに試作を重ねた結果、矩形状の平板からなる多孔性
硬質基板と、活性炭等のパッド充填材を通気性袋に充填して扁平筒状に形成してなる複数
のパッドとを設け、前記多孔性硬質基板と複数のパッドとを、前記多孔性硬質基板の一側
面に沿って前記複数のパッドがそれぞれ平行に配置されるように、通気性を有する布地等
で構成した矩形状の袋体に、それぞれ出し入れ可能に収納してパッド・基板収納体を構成
し、このパッド・基板収納体を、通気性を有する枕カバーに出し入れ自在に収納すること
により、前記多孔性硬質基板と複数のパッドとの作用によって、通気性が良好にして、悪
臭や湿気を除去し、睡眠時の呼吸気障害や鼾の発生を予防することができ、さらに頭部に
対する血行や毛髪の成長を促進して、安眠効果を高めることができると共に、健康増進に
寄与することができ、しかも携帯に便利な構成からなる多機能携帯枕を得ることができる
ことを突き止めた。
【００１０】
　この場合、前記パッド・基板収納体は、通気性を有する布地等で構成した矩形状の袋体
の外側の一側面あるいは両側面、または内側の一側面あるいは両側面において、複数のパ
ッドを収納するためのポケットを、袋体の長手方向に、あるいは短手方向に、それぞれ平
行となるように構成配置し、前記各ポケットの全部もしくはいずれか一部を除いてパッド
を収納配置することにより、前述した多機能携帯枕としての各種機能を有効に発揮させる
ことができることを突き止めた。
【００１１】
　また、本発明の多機能携帯枕は、前記パッド・基板収納体として、通気性を有する布地
等で構成した矩形状の袋体からなり、この袋体の少なくとも一側縁部に多孔性硬質基板を
挿入するための開口部を設けると共に、前記袋体の外側の一側面あるいは両側面、または
内側の一側面あるいは両側面に複数のパッドをそれぞれ収納するための複数のポケットを
形成した構成とすること、あるいは通気性を有する布地等で構成した矩形状の袋体と、パ
ッド・基板組合せ体とからなり、前記袋体の少なくとも一側縁部にパッド・基板組合せ体
を挿入するための開口部を設けると共に、前記パッド・基板組合せ体は多孔性硬質基板が
通気性を有する被覆部材で囲繞されると共にその外側の一側面または両側面に複数のパッ
ドをそれぞれ収納するための複数のポケットを形成した構成とすることにより、多孔性硬
質基板の出し入れとその交換および複数のパッドの出し入れとその交換を、それぞれ容易
化すると共に、携帯枕としての機能をより有効に発揮させることができることを突き止め
た。
【００１２】
　さらに、本発明の多機能携帯枕は、前記パッド・基板収納体において、扁平筒状に形成
してなる複数のパッドにそれぞれ充填されるパッド充填材として、活性炭を１／３～１／
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２の容量とし、蕎麦殻、籾殻、桧や檜葉等の木材チップ、小豆、プラスチックの小粒体、
乾燥したハーブ類等を適宜選択して２／３～１／２の容量で混合したものとすることによ
り、前述した多機能携帯枕としての各種機能を有効に発揮させることができることを突き
止めた。
【００１３】
　従って、本発明の目的は、平板からなる多孔性硬質基板と、活性炭等のパッド充填材を
通気性袋に充填して扁平筒状に形成してなる複数のパッドとの組み合わせを種々変化させ
ることを可能とし、これにより通気性が良好にして、悪臭や湿気を除去し、睡眠時の呼吸
気障害や鼾の発生を予防することができ、さらに頭部に対する血行や毛髪の成長を促進し
て、安眠効果を高めることができると共に、健康増進に寄与することができ、取扱いが簡
便にして前記複数のパッドの出し入れとその交換を容易化し、しかも携帯に便利な構成か
らなる多機能携帯枕を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　前記目的を達成するため、本発明の請求項１に記載の多機能携帯枕は、平板からなる多
孔性硬質基板の側面に沿って、活性炭等のパッド充填材を通気性袋に充填して扁平筒状に
形成してなる複数本のパッドを配置し、これらの多孔性硬質基板とパッドとを通気性を有
する枕カバーに出し入れ自在に収納してなる携帯枕において、
　通気性を有する布地等で構成した矩形状の袋体を設け、この袋体の少なくとも一側縁部
に前記多孔性硬質基板を挿入するための開閉自在な開口部を設けて基板収納部を形成し、
　前記袋体の外側の一側面にその短手方向に平行して２つのパッドを所定間隔（ｄ）離間
させて個別に収納し得る第１のパッド収納部としてのポケットを形成すると共に、前記袋
体の外側の他側面にその長手方向に平行して２つのパッドをそれぞれ隣接させて個別に収
納し得る第２のパッド収納部としてのポケットを形成し、
　前記袋体の基板収納部に多孔性硬質基板を挿入すると共に前記ポケットにパッドをそれ
ぞれ収納して、この袋体を枕カバーに収納するように構成したことを特徴とする。
【００１６】
　本発明の請求項２に記載の多機能携帯枕は、前記通気性を有する布地で構成した矩形状
の袋体に出し入れ自在に収納する多孔性硬質基板は、複数に分割した基板をヒンジ結合し
て、折曲げ自在に構成したものからなることを特徴とする。
【発明の効果】
【００３２】
　本発明の多機能携帯枕によれば、通気性が良好にして、悪臭や湿気を除去し、睡眠時の
呼吸気障害や鼾の発生を予防することができ、さらに頭部に対する血行や毛髪の成長を促
進して、安眠効果を高めることができると共に、健康増進に寄与することができる、取扱
いの簡便な多機能携帯枕を得ることができる。また、本発明に係る多機能携帯枕によれば
、長期の寝たきり病人や老人に対して使用した場合において、枕上面における頭の移動が
極めて容易になることから、この移動に伴ってベッドや布団上での身体全体の寝返り運動
も容易となり、床ずれ等の弊害を未然に防止することができる。さらに、本発明に係る多
機能携帯枕によれば、継続的に使用することにより、頭と背骨との位置関係を適正な状態
に保持することができるため、寝ている間に自然に背筋を伸ばす格好となり、苦労するこ
となく美しい姿勢を維持することができ、身体の矯正グッズとしても有効に利用すること
ができる等、多くの優れた利点を有する。
【００３３】
　また、本発明の多機能携帯枕によれば、矩形状の平板からなる多孔性硬質基板と、活性
炭等のパッド充填材を通気性袋に充填して扁平筒状に形成してなる複数のパッドとの組み
合わせ構成を種々に変化させて使用することができると共に、前記複数のパッドの出し入
れとその交換も容易化して、携帯性に優れた多機能携帯枕を得ることができる。
【００３４】
　なお、本発明の請求項２に記載の多機能携帯枕によれば、比較的簡単な構成にして、取
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扱いが簡便であり、前述した多機能性をより有効に発揮し得る多機能携帯枕を得ることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００３５】
　次に、本発明に係る多機能携帯枕の実施例につき、添付図面を参照しながら以下詳細に
説明する。
【実施例１】
【００３６】
　図１ないし図４は、本発明に係る多機能携帯枕の一実施例を示すものである。すなわち
、図１は本実施例の多機能携帯枕の外観斜視図、図２は図１のＡ－Ａ線断面図、図３は多
機能携帯枕の分解斜視図、図４は図３のＢ－Ｂ線断面図である。しかるに、本実施例の多
機能携帯枕１０は、枕カバー１２（図１参照）と、この枕カバー１２に出し入れ可能なパ
ッド・基板収納体２０（図１参照）とから構成される。前記枕カバー１２は、通気性を有
する布地等により矩形状（例えば、ほぼＡ４サイズ）の袋体として構成し、その短手方向
の一側縁部に開閉ファスナ１４によって開閉される開口部１２ａを備えている（図１、図
３参照）。また、パッド・基板収納体２０は、通気性を有する布地等で構成した矩形状の
袋体からなり、この袋体の短手方向の一側縁部に多孔性硬質基板２３を挿入するための開
口部２２ａを設けた基板収納部２２と、前記袋体の外側の一側面に複数のパッド２６をそ
れぞれ長手方向に平行に並列させて収納するための複数のポケット２５を形成したパッド
収納部２４とを、備えた構成からなる（図２、図３参照）。
【００３７】
　しかるに、前記パッド・基板収納体２０の基板収納部２２には、多孔性硬質基板２３を
出し入れするための開口部２２ａを閉塞するための折り返し片２２ｂが設けられ、この折
り返し片２２ｂの内側面と基板収納部２２の外側面に、それぞれ相互に密着係合する面フ
ァスナ２８ａ、２８ｂが設けられる。また、前記基板収納部２２に出し入れ可能に設けら
れる前記多孔性硬質基板２３としては、現在市販されている図示のような合成樹脂材料等
からなる多孔板を好適に使用することができる（図３参照）。
【００３８】
　さらに、前記パッド・基板収納体２０のパッド収納部２４に形成した複数のポケット２
５の開口部２５ａに対し、それぞれ出し入れ可能に設けられるパッド２６は、活性炭等の
パッド充填材２９を織布、不織布または紙等の通気性被覆材２７ａ、２７ｂ等で形成した
通気性袋に密封充填して、扁平筒状に形成した構成からなる。
【００３９】
　なお、前記パッド２６にそれぞれ充填されるパッド充填材２９としては、活性炭を１／
３～１／２の容量とし、蕎麦殻、籾殻、桧や檜葉等の木材チップ、小豆、プラスチックの
小粒体、乾燥したハーブ類等を適宜選択して２／３～１／２の容量で混合したものを使用
することができる。
【実施例２】
【００４０】
　図５は、本発明に係る多機能携帯枕の別の実施例を示すものである。本実施例の多機能
携帯枕は、前記実施例１のパッド・基板収納体２０の変形例である。すなわち、本実施例
のパッド・基板収納体２０は、前記実施例１と同様に通気性を有する布地等で構成した矩
形状の袋体からなり、この袋体の短手方向の一側縁部に多孔性硬質基板２３（図３参照）
を挿入するための開口部に開閉ファスナ３２ａを設けた基板収納部３２と、前記袋体の外
側の一側面に複数のパッド２６をそれぞれ短手方向に平行に並列させて収納するための複
数のポケット３５を形成したパッド収納部３４とを、備えた構成からなる（図５参照）。
　従って、このように構成したパッド・基板収納体３０は、前記実施例１と同様にして、
枕カバー１２に収納することにより（図１参照）、本実施例の多機能携帯枕を得ることが
できる。
【実施例３】
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【００４１】
　図６は、本発明に係る多機能携帯枕の前記実施例１に示すパッド・基板収納体２０の変
形例である。すなわち、本実施例のパッド・基板収納体２０は、通気性を有する布地等で
構成した矩形状の袋体の外側の一側面に、長手方向に平行させて比較的幅広の２つのパッ
ド２６をそれぞれ収納し得る、２つのポケット３５ａ、３５ｂを形成したパッド収納部３
４を備えた構成からなる（図６参照）。
　このように構成したパッド・基板収納体３０は、前記パッド収納部３４のいずれか一方
のポケット３５ａにパッド２６を収納し、前記実施例１と同様にして枕カバー１２に収納
する（図１参照）。このよう設定した本実施例の多機能携帯枕は、前記パッド２６の中央
部に頭部を載せて有効に使用することができる。
【実施例４】
【００４２】
　図７は、本発明に係る多機能携帯枕の前記実施例２に示すパッド・基板収納体２０の変
形例を示すものである。すなわち、本実施例のパッド・基板収納体２０は、通気性を有す
る布地等で構成した矩形状の袋体の外側の一側面に、短手方向に平行させると共に、所要
の間隔ｄを設けて、比較的幅広の２つのパッド２６をそれぞれ収納し得る、２つのポケッ
ト３５ａ、３５ｂを形成したパッド収納部３４を備えた構成からなる（図７参照）。
　このように構成したパッド・基板収納体３０は、前記パッド収納部３４のポケット３５
ａ、３５ｂにそれぞれパッド２６を収納し、前記実施例１と同様にして枕カバー１２に収
納する（図１参照）。このよう設定した本実施例の多機能携帯枕は、前記２つのパッド２
６の中央部（間隔ｄ部分）を中心に頭部を載せることにより、有効に使用することができ
る。
【実施例５】
【００４３】
　図８は、本発明に係る多機能携帯枕の特に好適な実施例であって、前記実施例３および
実施例４のパッド・基板収納体２０を複合化した変形例を示すものである。すなわち、本
実施例のパッド・基板収納体２０は、通気性を有する布地等で構成した矩形状の袋体の外
側の一側面に、長手方向に平行させて比較的幅広の２つのパッド２６をそれぞれ収納し得
る、２つのポケット３５ａ、３５ｂを形成した第１のパッド収納部３４Ａを備えた構成と
し（図６および図８参照）、また前記袋体の外側の他側面に、短手方向に平行させると共
に所要の間隔ｄを設けて、比較的幅広の２つのパッド２６をそれぞれ収納し得る、２つの
ポケット３５ａ、３５ｂを形成した第２のパッド収納部３４Ｂを備えた構成とする（図７
および図８参照）。
　このように構成したパッド・基板収納体３０は、１つの多機能携帯枕によって、前述し
た実施例３または実施例４の多機能携帯枕としての有効な使用ができると共に、実施例３
と実施例４の複合的な多機能携帯枕として、より有効に使用することができる。
【００４４】
　図９は、本発明に係る多機能携帯枕において使用する多孔性硬質基板２３の変形例を示
すものである。すなわち、図９に示す多孔性硬質基板２３は、複数に分割（図示例では２
分割）した基板３３ａ、３３ｂを、蝶番３７等によりヒンジ結合して、折曲げ自在に構成
したものである。このように、多孔性硬質基板２３を構成することにより、これを折り畳
んで寸法を縮小させれば、旅行等において携帯する際に便利となる。
【実施例６】
【００４５】
　図１０および図１１は、本発明に係る多機能携帯枕のさらに別の実施例を示すものであ
る。本実施例の多機能携帯枕は、前記実施例１のパッド・基板収納体２０のさらに別の変
形例である。すなわち、本実施例のパッド・基板収納体４０は、前記実施例１と同様に通
気性を有する布地等で構成した矩形状の袋体からなり、この袋体の短手方向の一側縁部に
多孔性硬質基板２３を挿入するための開口部４２ａを設けた基板収納部４２と、前記袋体
の内側の一側面に複数のパッド２６をそれぞれ長手方向に平行に並列させて収納するため
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の複数のポケット４５を形成したパッド収納部４４とを、備えた構成からなる。なお、前
記基板収納部４２には、多孔性硬質基板２３を出し入れするための開口部４２ａを閉塞す
るための折り返し片４２ｂが設けられ、この折り返し片４２ｂの内側面と基板収納部４２
の外側面に、それぞれ相互に密着係合する面ファスナ４８ａ、４８ｂが設けられる。
　従って、このように構成したパッド・基板収納体４０は、前記実施例１と同様にして、
枕カバー１２に収納することにより（図１参照）、本実施例の多機能携帯枕を得ることが
できる。
【００４６】
　なお、本実施例６の多機能携帯枕において、前記通気性を有する布地等で構成した矩形
状の袋体の内側の一側面または両側に、前記実施例３ないし実施例５に示すパッド収納部
３４の構成とそれぞれ同様にして、パッド収納部４４を構成することにより、それぞれ前
記各実施例と同様の多機能携帯枕として、有効に使用することができる。
【実施例７】
【００４７】
　図１２および図１３は、本発明に係る多機能携帯枕の他の実施例を示すものである。本
実施例の多機能携帯枕は、前述した実施例のパッド・基板収納体２０、３０、４０とは異
なる変形例である。すなわち、本実施例のパッド・基板収納体５０は、通気性を有する布
地等で構成した矩形状のパッド・基板収納袋体５１Ａと、パッド・基板組合せ体５１Ｂと
からなり、前記パッド・基板収納袋５１Ａの一側縁部にパッド・基板組合せ体５１Ｂを挿
入するための開口部５２ａを設けると共に、前記パッド・基板組合せ体５１Ｂは、多孔性
硬質基板２３を織布、不織布または紙等の通気性被覆材で囲繞する基板被覆部５２と、そ
の外側一側面に複数のパッド２６をそれぞれ収納するための複数のポケット５５を形成し
たパッド収納部５４とを、備える。なお、前記複数のポケット５５は、図示のように、パ
ッド・基板組合せ体５１Ｂの短手方向に平行に並列させて設ける場合だけでなく、パッド
・基板組合せ体５１Ｂの長手方向に平行に並列させて設けることも可能である。
【００４８】
　また、前記パッド・基板収納袋体５１Ａには、パッド・基板組合せ体を出し入れするた
めの開口部５２ａを閉塞するための折り返し片５２ｂが設けられ、この折り返し片５２ｂ
の内側面とパッド・基板収納袋体５１Ａの外側面に、それぞれ相互に密着係合する面ファ
スナ５８ａ、５８ｂが設けられる。代案として、前記パッド・基板収納袋体５１Ａには、
前記折り返し片５２ｂを設けることに代えて、パッド・基板組合せ体を出し入れするため
の開口部５２ａに、図５に示すように、開閉ファスナを設けて、前記開口部を開閉自在に
構成することもできる。
【００４９】
　従って、このように構成したパッド・基板収納体５０は、前記各実施例と同様にして、
枕カバー１２に収納することにより（図１参照）、本実施例の多機能携帯枕を得ることが
できる。
【００５０】
　なお、本実施例７の多機能携帯枕において、前記多孔性硬質基板２３を織布、不織布ま
たは紙等の通気性被覆材で囲繞する基板被覆部５２の一側面または両側に、前記実施例３
ないし実施例５に示すパッド収納部３４の構成とそれぞれ同様にして、パッド収納部５４
を構成することにより、それぞれ前記各実施例と同様の多機能携帯枕として、有効に使用
することができる。
【００５１】
　前述した各実施例に記載される本発明の多機能携帯枕１０は、多孔性硬質基板２３を収
納した側面を下にして、例えば既存の枕や座布団、あるいは敷き布団またはマットレスの
上面に配置し、パッド２４を収納した側面を上にして、枕として使用することにより、通
気性が良好にして、悪臭や湿気を除去し、睡眠時の呼吸気障害や鼾の発生を予防すること
ができ、さらに頭部に対する血行や毛髪の成長を促進して、安眠効果を高めることができ
ると共に、健康増進に寄与することができる。しかも、本発明の多機能携帯枕１０は、多
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孔性硬質基板およびパッド２４を、それぞれ出し入れおよび交換可能に設けられているた
め、携帯に便利であるばかりでなく、前記多孔性硬質基板およびパッド２４を収納保持す
る各構成部材についても、選択および洗浄等を簡便に行うことが可能であり、衛生管理の
面においても有効である等、多くの優れた利点を有する。
【００５２】
　以上、本発明の好適な実施例についてそれぞれ説明したが、本発明は前記実施例に限定
されることなく、例えば多孔性硬質基板の形状を単に矩形状の平板とするだけでなく、台
形や多角形等としてそれぞれ角部を湾曲形成したり、その他円形、楕円形、ハート形等も
可能であり、特に頭部と肩部との関係から肩部に邪魔にならないように部分的に湾曲状の
切欠きを設けたり、あるいはパッドの収納面積に比べて縮小した面積となるように基板寸
法を設定したり、平板面を緩やかな傾斜面ないし湾曲面とする等も可能である。さらには
、前述した実施例において、図８に示す多機能携帯枕のパッド・基板収納体において、基
板収納部に対し、図６または図７に示すパッド・基板収納体を、それぞれパッド収納部の
収納方向（長手方向または短手方向）が重ならないように、パッドを多重にした状態にし
て多孔性硬質基板を収納して使用することもできる。その他、本発明の精神を逸脱しない
範囲内において、多くの設計変更を行うことができる。
【図面の簡単な説明】
【００５３】
【図１】本発明に係る多機能携帯枕の一実施例を示す概略斜視図である。
【図２】図１に示す多機能携帯枕のＡ－Ａ線断面図である。
【図３】図１に示す多機能携帯枕の分解斜視図である。
【図４】図３に示す多機能携帯枕を構成するパッドのＢ－Ｂ線断面図である。
【図５】本発明に係る多機能携帯枕の別の実施例であって、パッド・基板収納体の変形例
を示す概略斜視図である。
【図６】本発明に係る多機能携帯枕におけるパッド・基板収納体の変形例を示す概略斜視
図である。
【図７】本発明に係る多機能携帯枕におけるパッド・基板収納体の別の変形例を示す概略
斜視図である。
【図８】本発明に係る多機能携帯枕におけるパッド・基板収納体のさらに別の変形例を示
す概略斜視図である。
【図９】本発明に係る多機能携帯枕におけるパッド・基板収納体を構成する多孔性硬質基
板の変形例を示す概略斜視図である。
【図１０】本発明に係る多機能携帯枕のさらに別の実施例であって、パッド・基板収納体
の別の構成例を示す概略斜視図である。
【図１１】図１０に示す本発明に係る多機能携帯枕におけるパッド・基板収納体の一部を
切開して示した概略斜視図である。
【図１２】本発明に係る多機能携帯枕におけるパッド・基板収納体の別の構成例を示す概
略斜視図である。
【図１３】図１２に示す本発明に係る多機能携帯枕におけるパッド・基板収納体を構成す
るパッド基板組合せ体の分解斜視図である。
【符号の説明】
【００５４】
１０　多機能携帯枕
１２　枕カバー
１３　開閉ファスナ
２０　パッド・基板収納体
２２　基板収納部
２２ａ　開口部
２２ｂ　折り返し片
２３　多孔性硬質基板
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２４　パッド収納部
２５　ポケット
２５ａ　開口部
２６　パッド
２７ａ、２７ｂ　通気性被覆材
２８ａ、２８ｂ　面ファスナ
２９　パッド充填材
３０　パッド・基板収納体
３２　基板収納部
３２ａ　開閉ファスナ
３３ａ、３３ｂ　分割基板
３４　パッド収納部
３４Ａ、３４Ｂ　パッド収納部
３５　ポケット
３５ａ、３５ｂ　ポケット
３７　蝶番
４０　パッド・基板収納体
４２　基板収納部
４２ａ　開口部
４２ｂ　折り返し片
４４　パッド収納部
４５　ポケット
４５ａ　開口部
４８ａ、４８ｂ　面ファスナ
５０　パッド・基板収納体
５１Ａ　パッド・基板収納袋体
５１Ｂ　パッド・基板組合せ体
５２　基板被覆部
５２ａ　開口部
５２ｂ　折り返し片
５４　パッド収納部材
５５　ポケット
５５ａ　開口部
５８ａ、５８ｂ　面ファスナ
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